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東日本大震災の規模
東日本大震災の被害は、神戸港以外の大阪港等の近隣港湾が利用できた阪神・淡路大震災と違い、青森県八戸港から茨城

阪神・淡路大震災 東日本大震災

県鹿島港の広域にわたり全ての港湾が使用不可能となったため、東北一円の生活・産業に必要な物資が入ってこない状況と
なった。

八戸

久慈

被災直後の港湾の状況
利用可能
一部利用可能
利用不可能

仙台塩釜

大船渡

釜石

宮古

石巻

大阪神戸

尼崎西宮芦屋

小名浜

仙台塩釜

相馬

石巻

東播磨

茨城

鹿島

避難者 32万 617人
避難所 約1,200ヶ所

避難者 46万8,653人
避難所 2,506ヶ所

グ ド・マグニチュード7.3
・最大震度7
・死者6,434人（不明者3人）

・マグニチュード9.0
・最大震度7
・死者1万5,854人（不明者3,272人）

※平成24年3月6日時点赤字：ピーク時の値 1



震源地、マグニチュード、震度分布 津波の高さ※の分布

東北地方太平洋沖地震および津波の概要

震源地、マグ チュ ド、震度分布 津波 高さ 分布

０m   ５m   10m

苫 牧港

室蘭港 震度3
函館港 震度4

苫小牧港
震度4

十勝港 震度4
釧路港 震度4

釧路港

十勝港

※港内の代表的地点の津
波高である。

2.1

2.8

八戸港 震度5強
久慈港 震度5弱

苫小牧港

室蘭港

函館港

むつ小川原港

函館港 震度4 震度4
むつ小川原港

震度4

2011年3月11日
15時08分 M7 4

2.5

1

2.4

2.9

仙台塩釜港（塩釜港区）

宮古港 震度5強
釜石港 震度6弱

大船渡港 震度6弱
石巻港 震度6弱

八戸港

久慈港

宮古港

釜石港×

15時08分 M7.4
2011年4月7日
23時32分 M7.1

2011年3月11日

6.2

8.6

7.3

8.1
仙台塩釜港（塩釜港区）

震度6強
仙台塩釜港（仙台港区）

震度6強
相馬港 震度6弱

小名浜港 震度6弱

大船渡港

石巻港

仙台塩釜港（塩釜港区）

仙台塩釜港（仙台港区）×××
2011年3月11日

2011年3月11日
14時46分 M9.0 9.5

7.7

4.9

7.2
小名浜港 震度6弱

茨城港（日立港区）
震度6強茨城港

（常陸那珂港区）
震度6弱

港 港

相馬港

小名浜港

茨城港(日立港区)

茨城港(常陸那珂港区) 未調査

×
×

×

2011年3月11日
15時25分 M7.5

2011年4月11日
17時16分 M7.0

凡例

8.9

3.3

4.2

茨城港（大洗港区）
震度5強

鹿島港 震度6弱

茨城港(常陸那珂港区)

茨城港(大洗港区)

鹿島港

０m   ５m   10m

未調査

2011年3月11日
15時15分 M7.7

凡例
: 国際拠点港湾、重要
港湾の位置

× : 震源地（M7.0以上）

4.2

5.7

気象庁の公表資料より国土交通省港湾局作成

岩手県の大船渡港では9.5mの津波を観測。

気象庁の公表資料及び海岸工学委員会の調
査結果等より国土交通省港湾局作成

宮城県の仙台塩釜港（仙台港区、塩釜港区）、茨城港（日
立港区）では最大で震度６強を観測。
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津波警報・注意報等の時系列変化

警報 注意報の発表時系列

2011年3月11日14時49分
岩手、宮城、福島県沿岸に大津波警報を発表

2011年3月13日7時30分
津波警報を津波注意報に変更

2011年3月11日15時14分
青森県太平洋沿岸、茨城県、千葉県九十九里・房総沿岸に大津波警報を発表

2011年3月12日20時20分
大津波警報から津波警報へ変更

警報・注意報の発表時系列

津波警報を津波注意報に変更青森県太平洋沿岸、茨城県、千葉県九十九里 房総沿岸に大津波警報を発表

2011年3月11日15時30分
北海道太平洋沿岸、伊豆諸島沿岸に大津波警報を発表

2011年3月11日16時08分
青森県日本海沿岸、千葉県内房、小笠原諸島、相模湾・三浦半島、静岡県、和歌山県沿岸に大津波警報を発表

2011年3月13日17時58分
津波注意報解除

岩手南部沖

0
200
400
600
800

GPS波浪計
記録 15:12

最大波6.7m

地震発生時刻

11日 17:47 茨城県沖（M:6.0）
11日 17:19 茨城県沖（M:6.7）
11日 17:12 茨城県沖（M:6.4）

12日 5:11 三陸沖（M:6.1）
12日 4:47 秋田県沖（M:6.4）
12日 4:03 三陸沖（M:6.2）
12日 3:11 福島県沖（M:6.0）

12日 23:43 岩手県沖（M:6.1）
12日 22:15 福島県沖（M:6.0）

-400
-200

0

11日 20:37 岩手県沖（M:6.4）
11日 21:13 宮城県沖（M:6.1）
11日 21:16 岩手県沖（M:6.0）

12日 0:13 茨城県沖（M:6.6）
12日 0:19 茨城県沖（M:6.2） 12日 10:46 福島県沖（M:6.4）

13日 7:13 福島県沖（M:6.0）
13日 8:25 宮城県沖（M:6.2）
13日 10:26 茨城県沖（M:6.4）

11日 14:46 【本震】三陸沖（M:7.9→9.0）
11日 15:06 三陸沖（M:7.0）
11日 15:15 茨城県沖（M:7.4）
11日 15:26 三陸沖（M:7.2）
11日 15:57 茨城県沖（M:6.1）
11日 16:15 福島県沖（M:6.8）
11日 16:29 三陸沖（M:6.6）

：M9.0 ：M8.0 ：M7.0 ：M6.0

12 15 18 21 0 3 6 9 12 15 18 21 0 3 6 9 12 15 18

港湾空港技術研究所資料、気象庁 報道発表資料を元に国土交通省港湾局作成

3月11日 3月12日 3月13日 3



釜石沖GPS波浪計のデータによる津波警報引き上げ

・国土交通省港湾局では沖合の波浪を観測し、港湾施設の設計及び港湾工事に活用するため、GPS波浪計を整国土交通省港湾局では沖合の波浪を観測し、港湾施設の設計及び港湾工事に活用するため、GPS波浪計を整
備しており、現在15基が稼働中。津波の観測も可能であるため、気象庁にデータをリアルタイム送信中。
・今回の震災においては、釜石沖等、東北太平洋沖のGPS波浪計において、津波の高さの急激な上昇を観測。
気象庁はこれを受け、津波警報及び予想津波高さを引き上げた。
（宮城県 津波高さ予想6 10 以上 岩手 福島県 津波高さ予想3 6 青森 茨城県 津波警報引き上げ）（宮城県：津波高さ予想6m→10m以上 岩手・福島県：津波高さ予想3m→6m 青森・茨城県：津波警報引き上げ）

・津波の高さの上昇を捉えた後、陸上の伝送経路の断絶により観測値をリアルタイム伝送できなくなったが、GPS
波浪計自体は健全で陸上局にデータは記録されており、地震翌々日までのデータはほぼ完全に後日回収。

釜石沖GPS波浪計

観測センター
（独）港湾空港技術研究所（横須賀市）

釜石沖GPS波浪計

データ

15:10
急激な上昇

15:15
通信途絶

気象庁

デ タ
送信

14:46
地震発生

14:20 14:40 15:00 15:20 15:40 16:00 16:20 16:40 17:00
陸上局

GPS波浪計
観測情報（無線）

津波
情報

観測情報（無線）

国土交通省
GPSアンテナを海上に浮かべたブイに搭載し、
ブイの3次元の動きを捉えることで波浪・潮位を

水深
100m～

4沖合約20km

各地方整備局
港湾事務所

観測。400m程度
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津波による被害状況

釜石港湾事務所屋上からの撮影

久慈港 湾口防波堤
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津波による被害状況

仙台塩釜港（仙台港区）
船舶の乗り上げ船舶の乗り上げ

仙台塩釜港（仙台港区）コンテナの散乱

6
宮古港
原木の散乱



各港の浸水状況（八戸港）

2011年3月11日の浸水範囲

8.03m
【4.22m】

年3月 日の浸水範囲

2011年3月11日の痕跡高（国総研・港空研）

2011年3月11日の痕跡高（ 土木学会）

【3.17m】 地盤高【 】

6.07m
【3.17m】

5.57m

5.05m 5.34m
【3.19m】

5.22m

※浸水域は、国土地理院浸水範囲概況図（2011年東北地方太平洋沖地震津波）をもとに作成
※2011年の痕跡高のうち、国総研・港空研は国土交通省国土政策総合研究所、（独）港湾空港技術研究所の現地調査結果（T.P.基準換算）である。
※2011年の痕跡高のうち、土木学会は『東北地方太平洋沖地震津波合同調査グループ』の現地調査結果（T.P.基準換算）である。

0 1000 2000m
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各港の浸水状況（久慈港）

8.42m
【5 24m】

12.06m

12.80m

【5.24m】

2011年3月11日の浸水範囲

2011年3月11日の痕跡高（国総研・港空研）

2011年3月11日の痕跡高（土木学会）

【3.85m】 地盤高

7 95m

7.63m

7.95m
【3.85m】

13 10m

14.03m 0 1000 2000m

※浸水域は、国土地理院浸水範囲概況図（2011年東北地方太平洋沖地震津波）をもとに作成
※2011年の痕跡高のうち、国総研・港空研は国土交通省国土政策総合研究所、（独）港湾空港技術研究所の現地調査結果（T.P.基準換算）である。
※2011年の痕跡高のうち、土木学会は『東北地方太平洋沖地震津波合同調査グループ』の現地調査結果（T.P.基準換算）である。

13.10m
【13.10m】
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各港の浸水状況（宮古港）
4.71m5.16m

6 86m

7.72m 10.97m8.51m
5.00m 6.86m

6 66m

8.15m

6.86m
【2.15m】

9.37m10.64m

6.66m

8.94m
8 30m

7.19m

17 24m

7.10m
8.30m

【3.19m】

15.12m

8.09m
16.25m

17.24m 5.91m
5.89m

4.13m
9.84m

【 0 24 】

2011年3月11日の浸水範囲

2011年3月11日の痕跡高（国総研・港空研）

11.84m 6.90m
【-0.24m】

2011年3月11日の痕跡高（土木学会）

9.37m 【3.19m】 地盤高

6.75m
【1.0m】

9.97m

※浸水域は、国土地理院浸水範囲概況図（2011年東北地方太平洋沖地震津波）をもとに作成
※2011年の痕跡高のうち、国総研・港空研は国土交通省国土政策総合研究所、（独）港湾空港技術研究所の現地調査結果（T.P.基準換算）である。
※2011年の痕跡高のうち、土木学会は『東北地方太平洋沖地震津波合同調査グループ』の現地調査結果（T.P.基準換算）である。

0 1400 2800m
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各港の浸水状況（釜石港）

4.40m（明治三陸地震）
8.64m

【1.03m】

（明治 陸地震）

8.21m

4.40m（明治三陸地震）7.61m
【4.11m】

7.99m

7.32m
10.66m

【6.39m】2011年3月11日の浸水範囲

2011年3月11日の痕跡高（国総研・港空研）

明治三陸地震津波の浸水高

2011年3月11日の痕跡高（ 土木学会）

明治三陸地震津波の浸水高

【1.03m】 地盤高
0 600 1200m

※2011年の痕跡高のうち、国総研・港空研は国土交通省国土政策総合研究所、（独）港湾空港技術研究所の現地調査結果（T.P.基準換算）である。
※浸水域は、国土地理院浸水範囲概況図（2011年東北地方太平洋沖地震津波）をもとに作成

※明治三陸地震津波による浸水高は、内務省土木試験所報告の数値。
※2011年の痕跡高のうち、土木学会は『東北地方太平洋沖地震津波合同調査グループ』の現地調査結果（T.P.基準換算）である。 10



各港の浸水状況（大船渡港）

2011年3月11日の浸水範囲年 月 浸 範囲

2011年3月11日の痕跡高（国総研・港空研）

2011年3月11日の痕跡高（土木学会）

【0.56m】 地盤高

9.02m
【0.56m】

9.14m

10.33m
【9.26m】

9.55m
7.07m
8.07m

9.26m 8.61m
10.02m

7.31m

8.61m

6.72m
6.72m

10.55m
【8.90m】

9 46

※浸水域は、国土地理院浸水範囲概況図（2011年東北地方太平洋沖地震津波）をもとに作成
※2011年の痕跡高のうち、国総研・港空研は国土交通省国土政策総合研究所、（独）港湾空港技術研究所の現地調査結果（T.P.基準換算）である。
※2011年の痕跡高のうち、土木学会は『東北地方太平洋沖地震津波合同調査グループ』の現地調査結果（T.P.基準換算）である。

9.46m
11.96m 0 1400 2800m
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各港の浸水状況（石巻港）

4 42m

4.48m
【1 60m】

3.65m
【1.05m】

4.42m

6 20
5.81m

2011年3月11日の浸水範囲

2011年3月11日の痕跡高（国総研・港空研）

【1.60m】 6.20m

2011年3月11日の痕跡高（土木学会）

【1.60m】 地盤高

0 1000 2000m

※浸水域は、国土地理院浸水範囲概況図（2011年東北地方太平洋沖地震津波）をもとに作成
※2011年の痕跡高のうち、国総研・港空研は国土交通省国土政策総合研究所、（独）港湾空港技術研究所の現地調査結果（T.P.基準換算）である。
※2011年の痕跡高のうち、土木学会は『東北地方太平洋沖地震津波合同調査グループ』の現地調査結果（T.P.基準換算）である。 12



各港の浸水状況 （仙台塩釜港（塩釜港区））

年 水範2011年3月11日の浸水範囲

2011年3月11日の痕跡高（国総研・港空研）

2011年3月11日の痕跡高（土木学会）

【1.10m】 地盤高

3 083 58m 3.08m

4.38m
3.01m

3.58m
【1.10m】

0 1000 2000m

※浸水域は、国土地理院浸水範囲概況図（2011年東北地方太平洋沖地震津波）をもとに作成
※2011年の痕跡高のうち、国総研・港空研は国土交通省国土政策総合研究所、（独）港湾空港技術研究所の現地調査結果（T.P.基準換算）である。
※2011年の痕跡高のうち、土木学会は『東北地方太平洋沖地震津波合同調査グループ』の現地調査結果（T.P.基準換算）である。
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4 31m

各港の浸水状況（仙台塩釜港（仙台港区））

4.31m

6.20m
【5 00m】5 804 80

5.40m
【2.70m】

【5.00m】5.80m
【4.00m】

4.80m
【3.00m】

2 80m

2011年3月11日の浸水範囲

2011年3月11日の痕跡高（国総研・港空研）

2011年3月11日の痕跡高（土木学会）

6.75m

2.80m
【2.00m】

2011年3月11日の痕跡高（土木学会）

【2.00m】 地盤高

7.48m
【2.78m】

5.20m
【3.95m】 9.40m 6.78m

5.20m 6.73m
【2.53m】

【9.40m】 【3.08m】

8.72m
【7.18m】

13.93m
【5.71m】

6.38m
2.40m

【1.00m】 4.20m
【1 00m】

3.10m
【2.00m】

8.49m
【4.39m】2.00m
9 10m

【1.00m】

5.50m
【2.70m】

4.50m
【2.70m】

3.60m 4.40m 9.30m 9.10m
【1.50m】

0 100 0 200 0m

※浸水域は、国土地理院浸水範囲概況図（2011年東北地方太平洋沖地震津波）をもとに作成
※2011年の痕跡高のうち、国総研・港空研は国土交通省国土政策総合研究所、（独）港湾空港技術研究所の現地調査結果（T.P.基準換算）である。
※2011年の痕跡高のうち、土木学会は『東北地方太平洋沖地震津波合同調査グループ』の現地調査結果（T.P.基準換算）である。 14



各港の浸水状況（相馬港）

2011年3月11日の浸水範囲

2011年3月11日の痕跡高（国総研・港空研）

2011年3月11日の浸水範囲

【2.78m】 地盤高

9.55m
【2 78 】

9.82m
【2.27m】

【2.78m】

11 26m11.26m
【11.26m】

13
0 900 1800m

※浸水域は、国土地理院浸水範囲概況図（2011年東北地方太平洋沖地震津波）をもとに作成
※2011年の痕跡高のうち、国総研・港空研は国土交通省国土政策総合研究所、（独）港湾空港技術研究所の現地調査結果（T.P.基準換算）である。
※2011年の痕跡高のうち、土木学会は『東北地方太平洋沖地震津波合同調査グループ』の現地調査結果（T.P.基準換算）である。 15



各港の浸水状況（小名浜港）

4 36m4.36m
【1.97m】

5.13m

3.71m
【2.13m】

10.66m

2011年3月11日の浸水範囲

2011年3月11日の痕跡高（国総研・港空研）

3.13m
【1.86m】

2011年3月11日の痕跡高（国総研・港空研）

2011年3月11日の痕跡高（土木学会）14.69m
【2.13m】 地盤高

0 1000 2000m

※浸水域は、国土地理院浸水範囲概況図（2011年東北地方太平洋沖地震津波）をもとに作成
※2011年の痕跡高のうち、国総研・港空研は国土交通省国土政策総合研究所、（独）港湾空港技術研究所の現地調査結果（T.P.基準換算）である。
※2011年の痕跡高のうち、土木学会は『東北地方太平洋沖地震津波合同調査グループ』の現地調査結果（T.P.基準換算）である。 16



各港の浸水状況（茨城港（日立港区））

津波浸水予測図 想定浸水域 

2011年3月11日の浸水範囲
年 月 痕跡高（国総研 港空研）

津波浸水予測図の想定浸水域
想定地震：①延宝房総沖地震津波

②明治三陸タイプ地震津波

2011年3月11日の痕跡高（国総研・港空研）

2011年3月11日の痕跡高（土木学会）

4 45m
【津波高さ】
・2011年東北地方太平洋沖地震

2.60m
3.65m

4.45m4.2m
・1960年チリ地震

3.0m
（気象庁公表資料、海岸工学委員会の調査、日本
津波被害総覧（1985）より）

4.00m

3.97m

4.03m

5.03m
5.97m

0 800 1600m

※浸水域は、茨城県津波浸水予測図、国土地理院浸水範囲概況図（2011年東北地方太平洋沖地震津波）をもとに作成
※2011年の痕跡高のうち、国総研・港空研は国土交通省国土政策総合研究所、（独）港湾空港技術研究所の現地調査結果（T.P.基準換算）である。
※2011年の痕跡高のうち、土木学会は『東北地方太平洋沖地震津波合同調査グループ』の現地調査結果（T.P.基準換算）である。

17



各港の浸水状況（茨城港（常陸那珂港区））
津波浸水予測図の想定浸水域 

2011年3月11日の浸水範囲
2011年3月11日の痕跡高（国総研・港空研）

想定地震：①延宝房総沖地震津波
②明治三陸タイプ地震津波 5.14m

2011年3月11日の痕跡高（土木学会）

4.24m【津波高さ】
・未調査

4.61m

3.34m

3.57m
0 1000 2000m

※浸水域は、茨城県津波浸水予測図、国土地理院浸水範囲概況図（2011年東北地方太平洋沖地震津波）、茨城県内港湾緊急津波災害調査（速報）（横浜技調）をもとに作成
※2011年の痕跡高のうち、国総研・港空研は国土交通省国土政策総合研究所、（独）港湾空港技術研究所の現地調査結果（T.P.基準換算）である。
※2011年の痕跡高のうち、土木学会は『東北地方太平洋沖地震津波合同調査グループ』の現地調査結果（T.P.基準換算）である。

7.00m
18



各港の浸水状況（茨城港（大洗港区））

津波浸水予測図の想定浸水域 

2011年3月11日の浸水範囲
2011年3月11日の痕跡高（国総研・港空研）

津波浸水予測図の想定浸水域
想定地震：①延宝房総沖地震津波

②明治三陸タイプ地震津波

2011年3月11日の痕跡高（国総研・港空研）

2011年3月11日の痕跡高（土木学会） 3.07m
4.33m【津波高さ】

2011年東北地方太平洋沖地震

2.78m

4.36m 4.55m

4.32m

・2011年東北地方太平洋沖地震
4.2m

・1960年チリ地震
3.0m

（気象庁公表資料、海岸工学委員会の調査、日本
津波被害総覧（1985）より）津波被害総覧（1985）より）

3.96m
6.53m

0 1000 2000m

※2011年の痕跡高のうち、国総研・港空研は国土交通省国土政策総合研究所、（独）港湾空港技術研究所の現地調査結果（T.P.基準換算）である。
※2011年の痕跡高のうち、土木学会は『東北地方太平洋沖地震津波合同調査グループ』の現地調査結果（T.P.基準換算）である。

※浸水域は、茨城県津波浸水予測図、国土地理院浸水範囲概況図（2011年東北地方太平洋沖地震津波）、茨城県内港湾緊急津波災害調査（速報）（横浜技調）をもとに作成
19



各港の浸水状況（鹿島港）

津波浸水予測図の想定浸水域 

2011年3月11日の浸水範囲
2011年3月11日の痕跡高（国総研・港空研）

津波浸水予測図の想定浸水域
想定地震：①延宝房総沖地震津波

②明治三陸タイプ地震津波3.14m
4.60m

2011年3月11日の痕跡高（国総研 港空研）

2011年3月11日の痕跡高（土木学会）

【津波高さ】
・2011年東北地方太平洋沖地震

4.18m

5.7m
（気象庁公表資料、海岸工学委員会の調査、日本
津波被害総覧（1985）より）

5.58m

6 29m6.29m

5.43m
5.60m

0 5000m 

※2011年の痕跡高のうち、国総研・港空研は国土交通省国土政策総合研究所、（独）港湾空港技術研究所の現地調査結果（T.P.基準換算）である。
※2011年の痕跡高のうち、土木学会は『東北地方太平洋沖地震津波合同調査グループ』の現地調査結果（T.P.基準換算）である。

※浸水域は、茨城県津波浸水予測図、国土地理院浸水範囲概況図（2011年東北地方太平洋沖地震津波）、茨城県内港湾緊急津波災害調査（速報）（横浜技調）をもとに作成
20



防波堤の代表的被災例（八戸港 八太郎地区 北防波堤）

港湾施設の被災形態の例

防波堤の代表的被災例（八戸港 八太郎地区 北防波堤）

先端部

21



防波堤の代表的被災例（釜石港 湾口防波堤）

港湾施設の被災形態の例

防波堤の代表的被災例（釜石港 湾口防波堤）

北堤

北堤（990m）
ほぼ全壊

南堤（670m）

２２函のうち、１２函が
倒壊・崩壊

22



岸壁の代表的被災例

港湾施設の被災形態の例

岸壁の代表的被災例
（仙台塩釜港（仙台港区）向洋地区高砂コンテナターミナル高砂２号岸壁（-14m） ）

エプロン沈下、法線はらみ出し

数カ所で
1 程度の沈下

ガントリークレーン

1m程度の沈下

のレール
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岸壁の代表的被災例（茨城港日立港区 第４埠頭岸壁（ 12 ） ）

港湾施設の被災形態の例

岸壁の代表的被災例（茨城港日立港区 第４埠頭岸壁（-12m） ）

液状化による沈下
（最大で約1.0m）

岸壁先端部からの埋め
立て土砂の流出

24



港湾施設、海岸保全施設の被災形態の例

押し波が被災要因と考えられる例 引き波が被災要因と考えられる例押し波が被災要因と考えられる例 引き波が被災要因と考えられる例

海側が洗掘
（写真：釜石港海岸須賀地区）

陸側が洗掘
（写真：八戸港海岸八太郎地区）

護岸天端高T.P.+4.7
近傍痕跡高T.P.+8.03 胸壁天端高T.P.+4.00

近傍痕跡高T.P.+8.64
注）全ての写真に記載した近傍痕跡高は
付近で観測された値であり 必ずしも施

堤体が陸側に倒壊 堤体が海側に倒壊

付近で観測された値であり、必ずしも施
設直近の津波高ではない、

（写真：大船渡港海岸茶屋前地区） （写真：大船渡港海岸永浜地区）

防潮堤天端高T.P.+3.40
近傍痕跡高T.P.+8.07

防潮堤天端高T.P.+3.00
近傍痕跡高T.P.+10.02

陸閘が海側に破損・流出陸閘が陸側に破損 陸閘が海側に破損 流出
（写真：釜石港海岸須賀地区）

陸閘が陸側に破損
（写真：宮古港海岸高浜地区）

付近防潮堤の天端高
T P +8 50

胸壁天端高T.P.+4.00
近傍痕跡高T P +7 61

25

T.P.+8.50
近傍痕跡高T.P.+9.84

近傍痕跡高T.P.+7.61



荷役機械が被害を受けた例 上屋が被害を受けた例

港湾施設、海岸保全施設の被災形態の例

荷役機械が被害を受けた例 上屋が被害を受けた例

前面岸壁天端高
T.P.+3.1
近傍痕跡高
T.P.+7.48

前面岸壁天端高
T.P.+3.0
近傍痕跡高
T P +7 61T.P.+7.61

（写真：釜石港）アンローダー倒壊（写真：仙台塩釜港（仙台港区））

電気設備が被害を受けた例 漂流物により被害を受けた例

防潮堤天端高
T P +3 10

防潮堤天端高
T.P.+3.10
近傍痕跡高
T.P.+9.55

T.P.+2.69
近傍痕跡高
T.P.+3.58

（写真：大船渡港山口地区水門） （写真：仙台塩釜港（塩釜港区）海岸通・港町地区）
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